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１．研究計画の概要

国立国語研究所が Web 上に公開している

『方言文法全国地図（GAJ）』データの各項

目において、任意の必要形式ごとに分布図を

作成するプログラム（GAJ-Sugdas）を開発・

整備する。

それによって作成される言語地図一枚一

枚には、新旧の言語地層が、露頭として姿を

現わしていると見る立場から、それらを各露

頭の広狭・重なりに注目しながら並べ替えて

いき、（本研究では）ことに、西日本におけ

る言語地層の重なりを解析・推定し、西日本

方言層位モデルを構想する。

２．研究の進捗状況

本研究は、大きく二つのステージからな

る。

第一ステージは、「方言文法全国地図デー

タ」を Sugdas に取り込み、必要な分布図を

瞬時に作成する地図化プログラムの作成と、

その前段階となる各種データのコンバート

プログラムの作成である。

研究の第二ステージとして、完成したプロ

グラムを利用して、各項目ごとにさまざまな

分布図を、とくに西日本に注目しながら系統

的、総合的に作成し、分布の広狭・重なりな

どを確認し、また、等語線の重ね合わせ方式

などにより、分布の動きを確認しながら、西

日本における方言層位モデルを見いだそう

とするのである。

第一ステージに関しては、２００８年度前

半までに、『方言文法全国地図』第１巻～第

６巻の「データコンバートプログラム」「地

図化プログラム」をすべて完成させた。

研究の第二ステージとしての分布図作成

とその解釈・解析作業については、第２・３・

４巻、第１巻の順に作業をおこない、現在、

第５・６巻の分布図作成を行いながら、出力

された数千枚の分布図を見渡し、それを統括

している層位原理の発見につとめようとし

ている。

今後、さらに出力されてくる諸分布図を見

ながら統括原理の改定・修正作業を行い、

層位原理を最終的に確認する。
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３．現在までの達成度

②おおむね順調に進展している。

（理由）

難航が予想された第５集・第６集のコンバ

ートプログラム作成が予想以上に早く終了

し、２００８年後半から分布図作成とその解

釈・解析作業に専念することができることと

なった。しかしながら、全国分布図として出

力された分布図から、狭く、西日本のみの層

位原理を見出そうとする方法には多少の無

理があり、あわせて全日本での層位原理を想

定しておくことの必要性を感じ始めている。

４．今後の研究の推進方策

上記のことから、今後、全日本における層

位原理の中での西日本層位原理という位置

づけで、これまでの諸資料を検討し直す作業

を加えなければならない。そのためには、こ

の国の縄文・弥生以前からの歴史・文化の変

化をも見通すために、考古学・文化人類学・

歴史学等関連諸学の最新研究成果を参照す

る必要があると思われる。今後、分布図の出

力を継続しながら、広く全日本も視野に入れ

ての層位原理の発見に努めようと考えてい

る。

５. 代表的な研究成果
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